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研究の目標・概要 
１． 共同研究の主旨 

本事業は、大学におけるセンサ工学の専門的研究者と先端的センサ開発技術を有する企業とが、これ
までの共同研究をベースにして、より緊密な共同研究体制を構築することにより、実用化にかなり近い段
階にある独創的な自動車触媒性能監視用排ガスセンサの早期の実用化・商品化を目的としている。さら
にこのセンサを国内外の自動車メーカに供給することにより、新規産業市場を創出することを目指すとと
もに、本センサの使用によって、大幅な燃費改善に伴う省エネルギー化及びCO2 排出削減と同時に、NOx
排出量低減による大気環境浄化を達成しようとするものである。 
２． 目 標 
○研究開始後 1 年目の目標 
  センサ性能についての基礎的研究と実用素子への応用研究の立ち上げと共同研究の推進 
○研究開始後 2 年目の目標 
  基礎的研究と応用研究の融合によるセンサ性能の改善と実用センサの試作 
○研究開始後 3 年目の目標 
  センサの実用化 
３． 内 容 
 自動車エンジン排ガス中に存在するNOx の濃度を直接的にしかも精度よく測定することが可能なこれま
でに例のない新規で完成度の高い自動車用排ガスセンサの実用化開発を目指し、そのための最重要事
項であるセンサ電極材料の検討・評価、特性発現・劣化機構の解明、新規検知法による特性改善法の検
討などといった基礎的検討を行うとともに、ここで得られた成果をうまく取り入れて、最適素子構造の設
計、素子製造プロセスの確立、検出方式の最適化などのセンサ実用化研究を重点的に行うものである。 
４． 共同研究体制 

自動車用高性能排ガスセンサを実用化するために、これまでの我々の共同研究体制をさらに推し進め
る。すなわち、九州大学においては、電極材料や新規検知法の開発による特性の大幅な改善、感度発
現・劣化機構の評価・解析などを担当する。一方、㈱リケンではセンサ素子の構造設計、材料設計、製造
プロセス開発、検出方式の最適化、およびセンサの実用性能評価を行う。さらに、九州大学と㈱リケンと
の間で開発会議を開催し、相互に得られた知見に基づく検討を行い、開発計画の進捗修正を行う。 

 
研究開発の現状等 

現状では、酸素センサをＮＯｘ除去触媒の前後に装着してその性能を監視するシステムが採用されてい
るが、排ガス中のＮＯｘ濃度を直接的に検出するものではない。直接的にＮＯｘ濃度を検出する方法とし
て、限界電流式ＮＯｘセンサを用いたシステムが提案されているが、100ppm 以下の低濃度ＮＯｘの検出
は、検出信号が小さいことから、精度よくＮＯｘ濃度を検出することは難しい。我々が提案している混成電
位型センサは、高温においても数十 ppm 程度の低濃度ＮＯｘ濃度を検出することが可能で、本センサの優
位性は非常に高く、全世界の自動車メーカや部品メーカ、および国内外の学会からも非常に高い注目を
集めている｡ 

 

研究進展・成果がもたらす利点 

実用化にかなり近いステージにあるこの自動車排ガス用ＮＯxセンサを早期に完成させ、全世界の自動
車メーカに供給することにより、日本独自の技術による世界的な新規産業市場（年間世界市場：数千万
個、国内市場：約１千万個）を創出できると期待される。また、本センサの使用によって、自動車エンジン
の大幅な燃費改善に伴う省エネルギー化及び地球温暖化の主因ガスである CO2 の削減効果と同時に、
全排出量の約２/３を占める自動車排ガスからのＮＯｘの低減による大気環境汚染の浄化効果が顕著に
現れることが期待できる。 
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排ガスセンサの必要性

←そのためには

・低濃度検知可能
・高い応答特性
・長期安定性
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